
きおんけいす

き
きおんけいすう 気温係数 年間において気瓶変化による燃 ものについては移設 ・ 皮革E等の手配をする。

料の rì~~I(:@:におよぼす~鮮は，季節的に寒冷l't!! ・ 降雪地には特 国鉄が保有する駅|豆等の一般後械は 29，85 1 台。昭和 30 年度

例があるが， ほぼ一定の規則的変化によ って咋i滅し， 一般に冬 末)であ る 。 (赤必国夫)

!UHì i.史 JTJi立が最大で，夏季は最低となる l つの正弦[!ll線的傾向 きかいきどうく 機械軌道区 国鉄の鉄道管1'Jl局の現業機関。
を有 している。気lful.係数とはこの正弦[!l1記長について 4 月を 100 おもな担当業務は燦械佼朋による軌道工事の施行ならひ.に軌道

とし，月別に作られた消'1'i.量の関係指数でゐる 。 現在使用され 工事斤H畿械総兵の盤日Iî ・ 検盆および修繕である。すなわち高度

ている気lIi!t.係数は ， 昭和 12 年ころ寺坦俊雄氏によってその基礎 の機械力によって軌道(道床パラスト ，ま くら木，レーノレ ， 犬

理論が確立されたものであり，燃料の使m，訓迷計 画， 燃料吹 くぎ等から成る路盤上の線路附造)を更新する工事を行う とと

の予算編成等にしばしば利用されている。国鉄の月別の気狐係 もに， 2-3 年の]i'iJ似jで道床の大修繕として総っき陸|めを行う 機

数を示すとつぎのようになる。/，)1，/である。またこれらの作業に使用する機械甘器具の絵師iiや検査

(野村正毅)

きかいかんり 機械管理 燦械施設の管沼!は国鉄では機械管

理手絞により定められている。これによれば鉄道管理局長，工

場長， 地方闘!fdJI/主事務所長， 給'i[管理事務所長および1~，、業所長

はその所管の機械を完全な状態にあるように行思しなければな

らない。またこの規程は工作物の機械部分たとえば転車台，可

即IJj;(f;，給水柱のようなものにも i作用される。

日量械の整理の担当箇所はつまのように定められている。

工場所在の機械工場長

rITJ彦j必，発電|玄， 変電区所在の機械ならびに独立した也気機

械 給1E管1'Jl事務所長または鉄道管理局電気部長もしくは施設

部l長

医療機械鉄道管政局総務部長

鉱業所所在の機械 由目、業所長

日 íJ各号以外の話器械 鉄道管理局施設部長

この整fill区分にしたがい，各担当箇所では機械台帳の正木を

耐えてこれを主主録整理するとともに， 所管に応じ本社主管局長

その他に副本を作成送付し， 記載事項に移動があった場合はそ

のつど通報訂正している。

局所長は所~~fの機械に機械番号を定めて機械類別符号， 機械

種別符号をつけ， これを各機械に表示している。 また軽量械履歴

簿を作成し，峨械使用筒所長に保管させていて，その機械の修

繕・検:tf.等を行った場合は，施行者がその記S止を これに記載し

て機械のj誕百置として残し ， のちのらの修繕 ・ 改iiitFの計 i却の資

料にも mいる。

乙修繕および甲修繕(索機械修終)を/-i'っ たときは，機械のみ

やすL 、所にl品工箇所名 ， 修繕の極別， 施行年月および次;4:JJ;地工

年n を表示するようにな っている。

機械の検査および修絡の担当箇所長は f早月その施行~ミ献を局

所長に報告しなければならない。また局l班長は所符の機械に*

dおよひ'故障があった場合は， 所定の繊式で木社主管局長に報

告する。 これにより機械の改良 ・ 改造 ・ 修理をすべき点，使用

上の注;仁吋ーベき点等の統計が行われて機械の状態が己主者される。

局所長は指定された殴械(駅の貨物用荷役機械，跨総テノレハ，

j;'í:I /i移動機，機|其Il互の紛Iik: m荷役機械， 用品ffii.の荷役機械主主)

についてイIJ月のl以扱数誌 ・ 使Jlj l時間・使用料金・故障i'/数・使

JFJ 停止11与問等を記;/宣した使用成絞報告を本社主管局長に拠出す

る。これにより主主~機械のはたらき状態を磁総し， その不良の

や軽易な修絡を行っている。

東京，大阪のような大都市付近における電車線区間は，輸送

盆が異常に多く ，ま た ブ7において列車問合が非常に小である

ので， 従*の人力による能率の思い保守作業方式では， 線路の

磁波度合が進むのみであって， 列車道i転の安全を確保すること

が困難となってきた。それで高度の機械化による軌泊更新法を

一定の周期IJ (15-20 年)をもって突施し， コンクリートま くら

木化および砕石化等によって軌道を強化するとともに，機械化

によって保守の行きづまりを打開し，作業の合理化をはかるた

め，昭和130 ・ 11 に東京鉄道管1'Jl局管内の刷端に設置されたもの

である。

その使用する機械総具には， 7 ェ スロ ーダ(パラストロー〆

ともいう ， パ ラスト品目込機)，マノレティプノレ . {;l イタ γ パ(パラ

スト っき閤め機) ， プノレ ドーザ(バラストの抗rr起し，かき集め，

9l{ き ならしおよび転圧に用いる) ，トラックス ・ カ ー ベ ー タ(同

首 íj) ， パラス ト ・ クリーナ(パラストふるい分け機) I 1li湖、1/1 ， Tt゙ 
利散布1/1 ， 大型モーターカ ー ， 担率 ， つり上げ綴その他がある。

後械 1 組のみを有する最小の作業単位のものであるため，作業

1 日(夜間 3 時間だけ)について 50 メートルの施h 能力しかも

っていない。 l玄長がtaかれ， 鉄道管理局長の指揮を受けて助役，

IWJ')j掛，技術移ト， lli陸自巡転移ト，軌道作業長および軌道備を指例/1

股督し，機械軌道区に属するいっさいの業務を処理している。

これらの戦日を機械軌道区従事員と呼んでいる。(世'，"J.Ji[ IEï(:f. J

きかいく 機械区 国鉄の鉄道管理局の貌業憾I刻。そのおもな

担当業務は工場 ・ 発電区 ・ 2t'llî/旦および?[修場所在以外の後械

}jÍ!ï設の保守お・よひ.純工である。 H日和 26 . 4 に設1ù~ されたもので，

その前は機械工事区という名称をmい，組織的には鉄道Iì' FJl局

に所属する工場の派 /B験場ということになっていた。これを工

場から分自/l し，鉄道官盟局の所属としたことは， 日常の鉄道輸

送に密接して殴械tl'FJ!に万全を却lすることがねらいであった。

したがって機械の検査ーお よび修繕も，見回り検査， 丙修繕， 臨

時修繕および一部の機械についての乙修緩にかまられ，大修

繕 (l j.I修繕，乙修繕)を主にした工場と， いちじるしく性絡を

具にしている。その数は 35 におよび， 機械酉~ti1Wi皮の濃淡 . m:

安機械の設i在の 1'î 1!!\によって ， 1 局に 1-3 設置されている。本

区をi置く J当u支に歪らない 6 地区には支区が位、かれている。

機械l孟には機械l正長が世tかれ，鉄道管盟局長の指j\11を受付て

文|豆長， 比1)役， IJj:務掛 I H~fWI1卦，技術掛，作業掛， 技工I ff-] I\~!I 

手，制(:;1;売手を指jí/iU主 '1ヨし ， 機械l孟に罰するいっさいの業務を処

FJlしている。これらの職員を機械区従事員と L 、 L 、約 1 ，875 人い

る。 (';E; 以正~I)
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